
Ĵ 開示すべきセグメント情報

（単位：千円）

区 分 大 学 附属病院 小 計 法人共通 合 計

業務費用

業務費 4¶541¶004 16¶600¶846 21¶141¶850 ` 21¶141¶850

教育経費 409¶242 32¶006 441¶249 ` 441¶249

研究経費 927¶974 211¶327 1¶139¶302 ` 1¶139¶302

診療経費 ` 9¶879¶679 9¶879¶679 ` 9¶879¶679

教育研究支援経費 98¶048 ` 98¶048 ` 98¶048

受託研究費 165¶191 86¶601 251¶792 ` 251¶792

受託事業費 69¶860 30¶600 100¶461 ` 100¶461

人件費 2¶870¶688 6¶360¶632 9¶231¶320 ` 9¶231¶320

一般管理費 256¶838 48¶842 305¶680 ` 305¶680

財務費用 1¶634 367¶599 369¶233 ` 369¶233

雑損 ` ` ` ` `

小 計 4¶799¶477 17¶017¶287 21¶816¶764 ` 21¶816¶764

業務収益

運営費交付金収益 2¶694¶597 2¶640¶795 5¶335¶391 ` 5¶335¶391

学生納付金収益 550¶178 ` 550¶178 ` 550¶178

附属病院収益 ` 14¶644¶024 14¶644¶024 ` 14¶644¶024

受託研究等収益 187¶587 70¶013 257¶601 ` 257¶601

受託事業等収益 101¶312 39¶906 141¶218 ` 141¶218

寄附金収益 393¶702 38¶780 432¶481 ` 432¶481

財務収益 4¶615 ` 4¶615 ` 4¶615

雑益 475¶797 357¶683 833¶481 ` 833¶481

小 計 4¶407¶789 17¶791¶200 22¶198¶989 ` 22¶198¶989

業務損益 � 391¶687 773¶913 382¶226 ` 382¶226

土地 3¶357¶319 1¶301¶481 4¶658¶800 ` 4¶658¶800

建物 3¶040¶070 8¶081¶976 11¶122¶047 ` 11¶122¶047

構築物 121¶006 60¶377 181¶383 ` 181¶383

工具器具及び備品 590¶298 2¶231¶924 2¶822¶222 ` 2¶822¶222

その他の固定資産 2¶068¶803 89¶945 2¶158¶748 ` 2¶158¶748

流動資産 89¶150 2¶900¶589 2¶989¶739 2¶344¶490 5¶334¶229

帰属資産 9¶266¶646 14¶666¶293 23¶932¶939 2¶344¶490 26¶277¶429

K̂ 寄附金の明細

区 分 当期受入額
（千円） 件数（件） 摘 要

大 学 614¶242 1¶624 うち現物寄附（87¶896千円、1¶084
件）

附 属 病 院 40¶194 63 うち現物寄附（562千円、１件）

合 計 654¶436 1¶687

L̃ 受託研究の明細
（単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

大 学 60¶907 148¶940 134¶931 74¶916

附 属 病 院 35¶345 60¶949 65¶537 30¶758

合 計 96¶253 209¶889 200¶467 105¶675

C̃ 共同研究の明細
（単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

大 学 33¶666 40¶025 52¶657 21¶034

附 属 病 院 1¶070 4¶500 4¶476 1¶094

合 計 34¶736 44¶525 57¶133 22¶128
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~ １．セグメントの区分方法

本学の業務に応じてセグメントを大学と附属病院に区分し、各セグメントに配賦できない

業務費用、業務収益、帰属資産は、法人共通として区分しております。

２．帰属資産のうち、法人共通は各セグメントに配賦しなかった資産であり、預金2¶344¶490千

円であります。

３．上記には、目的積立金の取り崩しを財源とする費用（大学 76¶306千円、附属病院 9¶094

千円）が含まれております。

４．損益外減価償却相当額については、大学が306¶701千円と附属病院が18¶048千円であり、引

当外賞与増加見積額については、大学が�20¶387千円と附属病院が�10¶135千円であり、引当

外退職給付増加見積額については、大学が�78¶185千円と附属病院が�6¶184千円であります。

５．附属病院セグメントにおける運営費交付金収益は、附属病院に関し国が予算積算した運営

費交付金を収益化した場合の相当額と527¶550千円差額がありますが、これは、国の予算積

算額に加えて、附属病院における人件費相当の収益を計上したことによるものであります。

６．業務損益のうち、借入金により取得した資産の減価償却費から附属病院に関する借入金の

元金償還額を差し引いた差額は�378¶901千円、及び国から承継された診療機器等に係る資産

見返物品受贈額戻入は69¶469千円であります。
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